
平成２６年度第２回奈良市地域密着型サービス運営委員会 会議録 

開催日時 平成２７年３月２４日（火）午後１時３０分から午後２時３０分 

開催場所 奈良市役所中央棟６階 第１研修室 

議  題 

１ 議事録署名人について 

２ 地域密着型サービス事業所の区域外指定について 

３ 地域密着型サービス事業所の指定更新について 

４ 地域密着型サービス事業所の新規指定について 

出 席 者 

委 員 

山下委員、谷掛委員、小西委員、辻委員、吉田委員、 

矢追委員、山本委員、近藤委員、竹村委員、 

木村委員、神谷委員【計１１人出席】 

（細田委員・峠委員・植原委員は欠席） 

事務局 
前田部長、池田課長、矢倉補佐、今北係長、田中、成瀬、

栗田  

開催形態 公開（傍聴人３名） 

決定事項等 

・議事録署名人を小西委員、木村委員とした。 

・地域密着型サービス事業所の区域外指定について報告を行った。 

・地域密着型サービス事業所の指定更新について承認された。 

・地域密着型サービス事業所の指定について承認された。 

担 当 課 保健福祉部長寿福祉課 

議事の内容 

１ 議事録署名人について 

  議事録署名人を小西委員、木村委員とした。 

２ 地域密着型サービス事業所の区域外指定について 

  奈良市外にある認知症対応型共同生活介護事業所２件、地域密着型介護老人

福祉施設入居者生活介護 1 件の区域外指定についての報告を行った。(生活の

継続性を考慮した区域外指定) 

３ 地域密着型サービス事業所の指定更新について 

地域密着型サービス事業所の指定更新について、以下の９事業者について承

認された。 

・ウェルコンサル株式会社    フレンド高の原  

・有限会社ドリームデベロップ  ディーディー学園前Ⅰ・Ⅱ 

・有限会社ドリームデベロップ  ディーディー学園前Ⅲ・Ⅳ 

・社会福祉法人晃宝会      グループホームあじさい園 

・有限会社とらいあんぐる    グループホーム花水木 

・社会福祉法人大和清寿会       認知症高齢者グループホームなら清寿苑 

・有限会社ハヤシ           グループホームエル・ハヤシ学園前センター 

・特定非営利活動法人夢のかけはし グループホームとみのくに 

・株式会社まごころ福祉     グループホームまごころ 

 

 



〔質疑・意見の要旨〕 

議長 

事務局 

 

 

 委員    

 事務局 

 

委員 

議長 

 

委員 

 

議長 

委員 

更新の完了時から半年経っているのはなぜですか。 

年２、３回の委員会の中でご審議いただく時期については、事務局と

しても対応を苦慮しているところです。更新を行えないような問題が

ある場合は、都度委員会を開催させていただきます。 

質の担保に関して、フォローアップ体制が必要では。 

外部評価というかたちで審査してもらった書類は、窓口への提出の段

階で指導しております。 

グループホームとはいえ、個人の尊厳を守る取り組みも必要では。 

身体拘束と安全性の確保の議論は難しい問題ですが、今後も地域包括

ケアシステムの議論の中で検討していく必要があるかと思います。 

更新自体は問題ないと思いますが、更新の処理を形骸化することな

く、新たな視点でものごとを見ていく必要があるかと思います。 

他に意見がなければ承認とさせて頂きます。 

異議なし。 

４ 地域密着型サービス事業所の新規指定について 

地域密着型サービス事業所の新規指定について、以下の４事業者について承

認された。 

小規模多機能型居宅介護事業所 

・医療法人仁慈会 小規模多機能ホーム阪原コスモスの里 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

・社会福祉法人協同福祉会 あすならホーム西の京安心ケアシステム 

・株式会社八重桜     デイ＆ナイト訪問サービス八重桜 

・株式会社けいはんなヘルパーステーション 

けいはんな定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

〔質疑・意見の要旨〕 

議長 
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 議長 
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 議長 

 

東部拠点の小規模多機能はありがたいですが、人材の確保が困難にな

ることが懸念されますがその点についてはいかがでしょうか。 

管理者やスタッフについては現地で確認させていただきました。利用

者の確保についても、地域との連携を強化していくよう指導していま

す。 

東部地域包括支援センターとの連携も強めてはどうかと思います。 

事業所にも指導しておきます。 

人材については、資格職などの発掘に関しても難しい面があり、利用

ニーズの高まりに反して人材確保が困難で申請ができなくなるような

状況になることを懸念しているところです。 

地域包括支援センターを核とした包括ケアシステムの構築の中で、質

の担保を図っていく仕組みができればよいかと思いますが。 

介護保険制度の見直しの中で、今後は現行の制度を形式化せず、社会

資源の活用を前提とした介護保障の仕組みづくりについて提案してい



 

 議長 

 委員 

く姿勢が必要であるかと思います。 

他に意見がなければ承認とさせて頂きます。 

異議なし 

 


